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平成28年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：平成28年11月25日〜12月16日）

議決した案件
●条例案…９件　●予算案…８件　●決算案…２件　●その他…30件　●委員会提出議案…１件

（●全会一致可決…40件　●賛成多数可決…10件）

Pick Up

平
成
27
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計

　
　

収
入
済
額
８
０
０
億
３
、
０
５
６
万
円
（
前
年
度
比
0.6
％
増
）

　
　

支
出
済
額
７
７
５
億
４
、
０
１
２
万
円
（
前
年
度
比
1.4
％
増
）

一般会計歳入（カッコ内は構成比）

一般会計歳出（カッコ内は構成比）

市税
290億8,952万円

(36.4)

地方交付税
108億766万円
(13.5)

国庫支出金
102億5,909万円
(12.8)

県支出金 52億3,800万円(6.5)
繰越金 30億6,895万円(3.8) 諸収入 21億1,400万円(2.6)

市債
94億9,000万円
(11.9)

その他
99億6,334万円
(12.4)

人件費
142億5,827万円

(18.3)

扶助費
135億6,317万円

(17.5)

公債費
102億8,704万円
(13.3)

投資的経費
154億9,798万円

(20.0)

投融資関係経費
90億4,087万円
(11.7)

その他の行政経費
148億9,280万円

(19.2)

◎
決
算
特
別
委
員
会
で
の
討
論

　
（
９
月
16
日
〜
10
月
３
日
）

反
対
討
論
　
谷
委
員

　

‌�　

安
倍
政
権
は
地
方
再
生
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
実
行
し
て
い
る
が
、子
ど

も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
で
保
育
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、社
会
保

障
の
さ
ら
な
る
切
り
捨
て
、雇
用
破

壊
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
た
め
の
支
援
策

で
は
、地
方
の
衰
退
を
加
速
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。こ
の
た
め
に
、市
は

国
の
言
い
な
り
で
は
な
く
、市
民
の

苦
し
み
を
解
決
し
、暮
ら
し
応
援
の

予
算
へ
と
反
映
す
べ
き
だ
っ
た
と

考
え
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
石
原
委
員

　

‌�　

経
常
収
支
比
率
が
前
年
度
に
比

べ
て
2.2
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
て
お

り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
る
。
国
民
健
康
保
険
税
も
含
め

水
道
事
業
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
を
上
回
る
収

納
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
特

に
部
局
間
で
連
携
し
て
、
滞
納
整

理
を
行
わ
れ
て
い
る
成
果
で
あ
り
、

本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

平成27年度に実施した主なもの
　小学校の分離新設� 16億1,592万円
　放課後児童クラブ運営の充実� 3億9,492万円
　寺家駅周辺市街地の整備� 4億4,806万円
　ごみの資源化及び減量化の計画的な推進� 27億5,072万円
　農業の担い手育成� 2億　741万円
　芸術文化ホールの整備等� 44億8,239万円
　地域センター管理運営・改修� 6億3,665万円
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
149
号
〉

西
条
町
寺
家
の
一
部
を「
住
居
表
示
を

実
施
す
る
市
街
地
」に
定
め
ま
す

　

西
条
町
寺
家
の
一
部
の
区
域
を
、
新
た
に
住
居
表
示
を
実
施
す
る
市
街
地
の
区

域
に
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
住
居
表
示
の
方
法
を
「
街
区
方
式
」

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
議
案
第
151
～
162
号
〉

市
内
12
地
域
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　

地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し

た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
自
主
性
と
責
任
に
基
づ
い
て
管
理
す
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
住
民
自
治
協
議
会
を
指
定
し
ま
し
た
。

◎
住
居
表
示
と
は

　

‌�

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

37
年
５
月
10
日
公
布
、
施
行
）
に

基
づ
き
、
建
物
等
に
新
し
く
番
号

を
付
け
、
住
所
を
分
か
り
や
す
く

表
す
制
度
で
す
。

　

‌�

住
居
表
示
で
住
所
を
表
示
す
る
場

合
、
町
の
境
界
線
を
わ
か
り
や
す

く
区
切
り
、
建
物
等
に
対
し
て
一

定
の
基
準
で
新
し
い
番
号
を
つ
け

る
こ
と
（
街
区
方
式
）
で
、
町
全

体
の
整
理
を
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

◎
今
回
の
ポ
イ
ン
ト

①�
今
後
、「
住
居
表
示
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
区
域
」
に
西
条
町

寺
家
の
一
部
を
追
加
し
ま
し
た
。

②�

今
後
、
こ
の
地
域
で
住
居
表
示
を

実
施
す
る
時
は
「
街
区
方
式
」
で

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開発が進む新たに定められた区域

施設の名称 指定管理者

吉川地域センター 吉川村づくり推進委員会

志和堀地域センター 志和堀小学校区住民自治協議会

造賀地域センター 造賀地区自治協議会

上戸野地域センター 上戸野地区住民自治協議会

清武西地域センター 清武西住民自治協議会

清武地域センター 清武住民自治協議会

安宿地域センター あすか住民自治協議会

乃美地域センター 乃美別府住民自治協議会

能良地域センター 能良振興協議会

吉原地域センター 吉原振興会

入野地域センター 入野自治組織『篁の郷』

木谷地域センター 木谷自治協議会

指定期間はいずれも、平成29年４月１日から平成34年３月

31日までの５年間です。
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
163
～
171
号
〉

福
富
物
産
し
ゃ
く
な
げ
館
な
ど
の

指
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　

福
富
物
産
し
ゃ
く
な
げ
館
な
ど
の
、
農
畜
産
物
に
係
る
加
工
所
、
直
売
所
及
び

集
出
荷
施
設
９
施
設
に
つ
い
て
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
地
元
農
業
者
団
体
等
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
172
号
〉

道
の
駅
湖
畔
の
里
福
富
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　

東
広
島
市
道
の
駅
湖
畔
の
里
福
富
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
た
結
果
、
２
者
か

ら
の
応
募
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
審
査
会
に
お
い
て
、
オ
ス
カ
ー
管

財
株
式
会
社
（
西
条
町
助
実
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
指
定
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

　
（
５
年
間
）

◎
選
定
審
査
基
準

①�

利
用
者
の
平
等
な
利
用
を
確
保
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

②�
施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
し

管
理
経
費
を
縮
減

③�

事
業
計
画
に
沿
っ
た
管
理
を
安
定

し
て
行
う
能
力

④�

施
設
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
能
力

施設の名称 指定管理者

福富物産しゃくなげ館 福富物産しゃくなげ館運営協議会

とよさか農畜産物処理加工センター 農畜産加工センター運営委員会

とよさか伊尾集出荷センター 伊尾営農集団組合

とよさか吉原集出荷センター 神村振興会

とよさか四季菜館 豊栄四季菜館

こうち寄りん菜屋 こうち交流促進施設運営協議会

こうち小田農産物処理加工センター 小田農産物加工部会

こうちそば加工センター 宇山東営農組合

安芸津農産物加工センター 赤崎農業経営改善組合

指定期間はいずれも、平成29年４月１日から平成34年３月

31日までの５年間です。

道の駅
湖畔の里福富

国道375号線バイパスに
面し、県営福富ダムの
湖水に周囲を囲まれる
景観に恵まれた場所に
位置している。
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
176
号
〉

（
仮
称
）寺
西
第
二
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
新
築
工
事
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
小
学
校
新
設
事
業
、（
仮
称
）
寺
西
第
二
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築

工
事
（
建
築
）
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
179
号
〉

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
改
正

　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
改
定
に
合
わ
せ
、
本
市
職
員
の
給
与

（
給
料
・
勤
勉
手
当
・
初
任
給
調
整
手
当
・
扶
養
手
当
）
改
定
等
を
行
う
た
め
、
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎契約の内容

◎主な改正内容

◎勤勉手当

工事の内容

建築一式工事
屋内運動場
　鉄筋コンクリート造り一部鉄骨造り
　平屋建て
　延べ面積　1,382.44㎡

契約金額 ４億247万9,280円

相手方 河井建設工業株式会社

（
仮
称
）
寺
西
第
二
小
学
校
完
成
予
想
図

区分 ６月期 12月期

28年度 勤勉手当 0.80月（支給済み） 0.90月（＋0.1）

29年度 勤勉手当 0.85月（＋0.05） 0.85月（＋0.05）

◎扶養手当

年度
扶養親族

H28 H29 H30 H31以降

子 6,500円 8,000円 10,000円 10,000円

配偶者
７級以下 13,000円 10,000円 6,500円 6,500円

８級 13,000円 10,000円 6,500円 3,500円

上記以外
の親族

7級以下 6,500円 6,500円 6,500円 6,500円

８級 6,500円 6,500円 6,500円 3,500円
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Select.8

Select.7
〈
議
案
第
184
号
〉

「
東
広
島
市
公
共
下
水
道
条
例
」等
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

東
広
島
中
核
工
業
団
地
汚
水
処
理
施
設
を
廃
止
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
東
広
島
市
公
共
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
187
号
〉

平
成
28
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計

を
増
額

　

平
成
28
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
、
債
務
負
担
行
為
、
地
方

債
を
補
正
し
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

◎
主
な
改
正
内
容

①�

東
広
島
中
核
工
業
団
地
汚
水
処
理

施
設
を
廃
止
す
る

②�

廃
止
す
る
施
設
が
処
理
し
て
い
た

区
域
は
、
新
た
に
白
市
高
屋
台
処

理
分
区
の
公
共
下
水
道
へ
接
続
し
、

そ
れ
に
伴
い
、
区
域
外
流
入
分
担

金
と
し
て
、
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
900
円
徴
収
す
る
。

○
背
景

　

東
広
島
中
核
工
業
団
地
汚
水
処
理

施
設
は
平
成
４
年
６
月
に
供
用
開
始

し
て
お
り
、
24
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
改
修
や
維
持
管
理
も
踏
ま

え
て
、
経
済
比
較
等
を
行
っ
た
中
で
、

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
ほ
う
が
、

市
に
と
っ
て
費
用
的
に
優
位
な
面
が

出
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、
県
と
の

協
議
を
し
た
結
果
、
公
共
下
水
道
へ

接
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎一般会計補正予算の概要
補正内容

歳入・歳出 総額772億6,491万4千円（16億2,271万６千円を増額）

繰越明許費 15事業（臨時福祉給付金支給事業等）を追加

債務負担行為 ６件（市民文化センター空調設備取替工事等）を追加

地方債 ３事業（農業施設整備事業等）を変更

◎主な歳出の補正内容

○�特定国立研究開発法人理化
学研究所の一部機能の移転
に要する経費の追加

○人事院勧告への対応
○�障害福祉サービスの見込み
量の増に伴う給付費の増額

○�寺家駅駅前広場の整備に要
する経費の増額完成が間近にせまる寺家駅
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●�

議
案
第
143
号（
平
成
27
年
度
東

広
島
市
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

広
島
中
枢
連
携
都
市
の
締
結
で
、

の
活
用
で
、
税
金
の
引
き
下
げ
、
医

療
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
。
新

た
な
大
型
事
業
、
内
需
を
図
る
の
で

は
な
く
、
市
内
産
業
の
活
力
を
呼
ぶ

こ
と
に
転
換
す
べ
き
。
防
災
計
画
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
多
く
の
市
民
の

合
意
を
得
る
た
め
の
方
策
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
反

人
口
の
過
疎
と
過
密
が
ま
す
ま
す
広

が
る
契
機
に
な
る
。
貧
困
と
格
差
の

広
が
り
は
、
自
殺
者
数
、
使
用
料
・

利
用
料
・
国
保
税
の
滞
納
に
あ
ら
わ

れ
て
お
り
、
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金

対
す
る
。

賛
成

�

宮
川　
誠
子
議
員

　

く
ら
ら
の
新
設
、
寺
西
第
二
小
学

校
の
建
設
と
い
っ
た
大
型
事
業
を

行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
起

債
残
高
を
ふ
や
し
て
い
な
い
と
い
う

非
常
に
健
全
な
手
が
た
い
財
政
運
営

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

議案番号▶ 議
案
第
143
号

議
案
第
144
号

議
案
第
172
号

議
案
第
176
号

議
案
第
177
号

議
案
第
178
号

議
案
第
180
号

議
案
第
184
号

議
案
第
187
号

委
員
会
提
出

議
案
第
６
号会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × × ×

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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が
さ
れ
い
る
。
こ
の
10
年
で
も
起
債

残
高
は
減
っ
て
お
り
、
健
全
な
運
営

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

委
員
長
報
告
の
中
で
種
々
指
摘
す
る

事
項
は
あ
っ
た
が
、
認
定
に
至
ら
な

い
と
い
う
理
由
は
な
く
、
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
144
号（
平
成
27
年
度

東
広
島
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

議
案
第
143
号
と
同
様
の
理
由
で
反

対
す
る
。

賛
成

�

加
藤　
祥
一
議
員

　

水
需
要
の
減
少
か
ら
、
苦
労
さ
れ

て
い
る
中
で
、
建
設
改
良
積
立
金
を

６
億
数
千
万
円
積
み
立
て
て
、
今
後

の
管
路
更
新
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
健
全
な
経
営
が

あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
も
の
だ
と
判
断

し
て
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
172
号（
道
の
駅
湖
畔
の

里
福
富
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

指
定
管
理
者
制
度
は
契
約
期
間
が

短
く
、
長
期
的
な
取
り
組
み
が
難
点

で
あ
り
、
道
の
駅
も
商
品
開
発
、
人

材
育
成
な
ど
、
10
年
、
20
年
と
い
っ

た
期
間
で
取
り
組
む
べ
き
だ
が
、
優

秀
な
人
材
の
採
用
も
５
年
間
の
期
限

つ
き
で
は
、
難
し
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
は
非
正
規
雇

用
と
な
り
、
こ
う
し
た
状
況
で
、
地

域
の
発
展
に
役
立
つ
本
格
的
な
取
り

組
み
や
設
備
投
資
に
は
限
界
が
あ
り
、

指
定
管
理
者
が
責
任
を
押
し
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
長
期
展
望
に

立
っ
た
計
画
と
は
な
ら
ず
、
雇
用
も

定
着
し
や
す
い
環
境
と
は
言
え
ず
、

反
対
す
る
。

●�

議
案
第
176
号（（
仮
称
）寺
西

第
二
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築

工
事（
建
築
）請
負
工
事
の
契
約
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　
（
仮
称
）
寺
西
第
二
小
学
校
建
設

問
題
に
関
し
て
、
市
民
が
提
訴
さ
れ

現
在
も
決
着
が
つ
か
な
い
ま
ま
で
あ

り
、
市
民
は
着
々
と
既
成
事
実
が
積

み
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変
不
満

な
声
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
北
海

道
ニ
セ
コ
町
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

よ
う
に
、
計
画
案
の
段
階
で
多
く
の

住
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
な
ど
、
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
建
設
問
題
に
代
案
も
示
さ
れ

な
い
ま
ま
こ
こ
に
至
っ
て
い
る
こ
と

は
、
大
変
残
念
で
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成

�

貞
岩　
敬
議
員

　

寺
西
小
学
校
の
過
大
規
模
に
伴
い
、

地
域
住
民
と
し
て
は
子
ど
も
の
教
育

に
対
し
て
一
刻
も
早
く
教
育
環
境
を

整
え
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、

多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
切
に
要
望

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
177
号（
寺
家
地
区
産
業

団
地
造
成
工
事
請
負
工
事
の
契
約
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

他
市
に
お
い
て
は
、
公
設
の
団
地

を
造
成
し
て
も
地
元
雇
用
に
つ
な
が

ら
ず
、
多
く
は
他
町
や
他
市
か
ら
ど

ん
ど
ん
自
動
車
で
押
し
寄
せ
、
交
通

安
全
対
策
で
大
変
だ
と
い
う
声
も
聞

い
て
い
る
。

　

本
当
に
地
元
の
経
済
に
雇
用
が
つ

な
が
る
よ
う
な
費
用
対
効
果
が
あ
る

の
か
ど
う
か
、
大
変
疑
問
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
証
も
し
っ
か
り
す

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
178
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
関
す
る
条
例
の
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
動
き
出
し

て
1
年
た
っ
て
も
、
自
分
の
番
号
を

知
ら
さ
れ
ず
置
き
去
り
に
な
っ
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
自
体
、
制
度
の
深

刻
な
矛
盾
を
示
し
て
い
る
。
福
祉
利

用
を
す
る
市
民
が
事
件
に
巻
き
添
え

に
な
る
恐
れ
も
ま
だ
ま
だ
ゼ
ロ
と
は

言
え
な
い
。
国
に
対
し
て
制
度
の
廃

止
を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
、
反
対

す
る
。

賛
成

�

北
林　
光
昭
議
員

　

制
度
導
入
後
大
き
な
混
乱
も
な
く
、

順
調
に
市
民
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い

る
も
の
と
考
え
る
。
今
回
、
組
織
間

の
情
報
共
有
の
た
め
利
用
の
枠
を
拡

大
し
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
制
度

発
足
の
経
緯
か
ら
し
て
も
極
め
て
自

然
な
流
れ
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。
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●�

議
案
第
180
号
（
特
別
職
の

職
員
等
の
給
与
、
旅
費
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

市
議
会
議
員
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
の
人
事
院
勧
告
に
伴
う
期
末

手
当
の
引
き
上
げ
が
内
容
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎

と
過
密
へ
の
対
応
、
福
祉
の
充
実
、

今
後
何
十
年
も
続
く
イ
ン
フ
ラ
等
の

更
新
等
、
本
市
の
課
題
は
大
変
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。
本
市
は
人
口
が

増
加
し
て
い
る
の
に
職
員
数
は
削
減

さ
れ
、
仕
事
量
も
責
任
も
重
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
職
員
の
給
与
に
引
き

上
げ
分
を
上
乗
せ
し
て
で
も
士
気
を

上
げ
、
山
積
す
る
課
題
を
解
決
す
る

の
に
働
い
て
い
た
だ
く
べ
き
と
考
え
、

反
対
す
る
。

●�

議
案
第
184
号（
東
広
島
市
公

共
下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

中
核
産
業
団
地
の
汚
水
対
策
に
老

朽
化
し
た
施
設
を
廃
止
し
、
公
共
下

水
道
で
接
続
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
管
路
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

耐
震
化
へ
の
今
後
の
計
画
を
達
成
す

る
た
め
に
も
、
新
た
な
投
資
よ
り
計

画
区
域
を
縮
小
し
、
市
民
や
企
業
の

満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
が
最
重
要
で

あ
る
。
特
に
、
団
地
の
老
朽
化
へ
の

対
応
は
、
市
民
に
現
在
検
討
し
て
い

る
全
体
計
画
案
を
示
し
進
め
る
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す

る
。賛

成

�

加
藤　
祥
一
議
員

　

本
改
正
案
は
、
中
核
工
業
団
地
に

あ
る
汚
水
処
理
施
設
が
老
朽
化
し
た

た
め
、
沼
田
川
流
域
下
水
道
に
接
続

し
て
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
今
後
、
コ
ス
ト
削
減
を

図
り
つ
つ
、
下
水
道
整
備
に
勢
力
を

つ
ぎ
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か

ら
、
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
187
号（
平
成
28
年
度

東
広
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

美
術
館
建
設
や
ご
み
処
理
場
計
画

を
進
め
る
一
方
で
、
小
学
校
の
耐
震

化
に
当
た
っ
て
、
地
域
の
拠
点
を
災

害
時
に
は
避
難
所
に
な
り
得
る
財
産

を
一
時
し
の
ぎ
で
効
率
の
よ
い
プ
レ

ハ
ブ
対
応
と
す
る
の
で
は
、
市
民
に

議
論
す
る
余
地
を
残
さ
な
い
政
策
本

位
の
誘
導
策
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
特
に
、
美
術
館
建
設
問
題
で
は
、

独
自
調
査
に
よ
る
と
、
入
場
者
の
予

測
や
維
持
管
理
費
用
、
こ
れ
ま
で
企

画
さ
れ
た
魅
力
の
な
い
所
蔵
品
の
内

容
に
つ
い
て
、
一
自
治
体
で
建
設
に

手
を
挙
げ
る
こ
と
自
体
、
無
理
が
あ

る
と
美
術
関
係
者
が
厳
し
い
指
摘
を

し
て
い
る
。
違
約
金
を
払
っ
て
で
も

建
設
計
画
を
凍
結
す
る
べ
き
だ
と
い

う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
地
域
の
拠

点
へ
の
手
当
て
に
回
す
こ
と
が
正
し

い
選
択
だ
と
思
い
、
反
対
す
る
。

賛
成

�

宮
川　
誠
子
議
員

　

人
事
院
勧
告
に
関
す
る
も
の
に
あ

わ
せ
て
、
寺
家
新
駅
の
駅
前
広
場
整

備
事
業
や
、
八
本
松
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
用
地
取
得
造
成
事
業
、
理
化

学
研
究
所
の
機
能
移
転
等
と
必
要
な

経
費
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東

広
島
市
の
美
術
館
の
所
蔵
作
品
は
西

日
本
一
の
所
蔵
を
誇
る
と
言
わ
れ
る

版
画
、
そ
し
て
陶
芸
、
非
常
に
誇
れ

る
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
申
し
添
え
て
賛
成
す
る
。

賛
成

�

北
林　
光
昭
議
員

　

当
初
予
算
で
は
予
測
し
が
た
い
事

由
に
よ
り
新
た
な
財
政
需
要
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
る
補
正
予
算
で
あ
る
。

人
事
院
勧
告
を
反
映
さ
せ
た
職
員
給

与
の
改
定
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
費
事
業
に
お
け
る
扶
助
費

の
増
額
と
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ

り
、
補
正
予
算
を
早
急
に
成
立
さ
せ
、

速
や
か
に
執
行
す
る
こ
と
こ
そ
市
民

生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
も
の
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

●�

委
員
会
提
出
議
案
第
６
号

（
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

市
議
会
で
厚
生
年
金
加
入
と
な
れ

ば
、
地
方
公
共
団
体
の
多
額
の
負
担

も
発
生
す
る
。
年
金
の
現
状
や
地
方

公
共
団
体
の
事
業
主
負
担
な
ど
、
課

題
の
解
決
な
し
に
賛
成
で
き
な
い
。
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総
務
委
員
会

● 

議
案
第
₁₇₉
号
（
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

給
与
の
改
定
と
扶
養
手
当

等
の
改
定
が
連
動
し
て
い
る

も
の
か
。

　
　
　
　

人
事
院
勧
告
の
性
格
と
し

て
、
給
料
の
改
定
だ
け
で
は

な
く
、
公
務
員
の
身
分
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
幅
広
い
範
囲
で
の
内
容
に

つ
い
て
勧
告
を
行
う
も
の
で
、
給
与

に
関
す
る
見
直
し
が
あ
る
一
方
で
、

扶
養
手
当
の
見
直
し
も
行
う
も
の
で

あ
る
。

● 

議
案
第
₁₈₁
号（
職
員
の
勤
務
時
間
、休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
も
職
員
の
介
護

休
暇
の
制
度
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
得
の
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

合
併
以
降
で
取
得
し
た
職

員
は
17
人
で
あ
る
。
ま
た
、

取
得
期
間
は
３
日
か
ら
最
長
で
は
６

カ
月
と
な
っ
て
い
る
。

● 

議
案
第
₁₈₆
号（
市
議
会
議
員
及
び
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

合
併
以
前
か
ら
の
考
え
方

だ
と
思
う
が
、
人
口
、
市
の

面
積
を
勘
案
し
て
、
適
正
な
金
額
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

条
例
制
定
か
ら
20
年
近
く

経
過
し
て
い
る
の
で
、
基
本

的
な
考
え
方
を
選
挙
管
理
委
員
会
で

検
討
す
る
。

● 

議
案
第
₁₈₇
号
（
平
成
₂₈
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

職
員
手
当
の
補
正
の
う
ち
、

隔
日
勤
務
者
の
休
日
勤
務
手

当
等
の
補
正
金
額
の
内
訳
は
幾
ら
か
。

ＡQＡQ

委
員
会
審
査
概
要

　
　
　
　

時
間
外
勤
務
手
当
等
６
、

４
０
０
万
円
の
う
ち
、
隔
日

勤
務
者
に
係
る
休
日
勤
務
手
当
、
夜

間
勤
務
手
当
の
額
が
６
、
２
０
０
万

円
で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
₁₇₄
号
（
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　
　

公
募
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
指
定
の

決
め
手
と
な
っ
た
特
徴
的
な
も
の
は

何
で
あ
っ
た
の
か
。

ＡQ

　
　
　
　

２
社
応
募
が
あ
り
、
施
設

の
運
営
体
制
や
組
織
体
制
に

差
が
出
た
も
の
で
あ
る
。

● 

議
案
第
₁₇₅
号
（
市
民
体
育
施
設
及

び
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
）

Ａ

東広島市市民文化センター

　
　
　
　

公
募
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
指
定
の

決
め
手
と
な
っ
た
特
徴
的
な
も
の
は

何
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

２
社
応
募
が
あ
り
、
ソ
フ

ト
事
業
の
提
案
に
差
が
出
た

も
の
で
あ
る
。

QＡ

B&G海洋センター
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● 

議
案
第
₁₇₆
号
（（
仮
称
）
寺
西
第

二
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工
事

（
建
築
）
の
請
負
契
約
の
締
結
）

　
　
　
　

入
札
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

６
社
応
札
が
あ
り
、
う
ち

１
社
が
最
低
制
限
価
格
を
下

回
り
無
効
と
な
り
、
５
社
の
う
ち
最

低
価
格
を
提
示
し
た
河
井
建
設
工
業

株
式
会
社
と
な
っ
た
。
落
札
率
は

90
・
２
％
で
あ
る
。

QＡ

　
　
　
　

地
域
行
事
の
利
用
に
係
る

移
転
の
部
分
を
含
め
て
十
分

な
調
整
を
し
て
い
る
。

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
₁₅₁
～
₁₆₂
号
（
地
域
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　
　

地
域
セ
ン
タ
ー
と
住
民
自

治
協
議
会
の
連
携
に
課
題
が

生
じ
て
い
る
地
域
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
の
か
。

　
　
　
　

住
民
自
治
協
議
会
が
地
域

セ
ン
タ
ー
の
管
理
者
と
な
る

こ
と
で
、
よ
り
両
者
の
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

● 

議
案
第
₁₇₂
号
（
道
の
駅
湖
畔
の
里

福
富
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　
　

公
募
に
対
し
て
何
団
体
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

２
団
体
で
あ
る
。

ＡQＡQＡ

● 

議
案
第
₁₈₉
号
（
産
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

志
和
流
通
団
地
造
成
事
業

に
よ
り
造
成
し
た
土
地
の
売

り
払
い
金
額
が
増
額
と
な
っ
た
理
由

は
何
か
。

　
　
　
　

主
な
要
因
と
し
て
、
確
定

測
量
す
る
中
で
、
₅0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
未
満
の
法
面
部
分
を
平
地

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
こ
と
で
平
地

の
面
積
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。建

設
委
員
会

● 

議
案
第
₁₈₄
号
（
公
共
下
水
道
条
例

等
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

東
広
島
中
核
工
業
団
地
汚

水
処
理
施
設
の
処
理
区
域
の

利
用
者
数
は
ど
の
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

　
　
　
　

中
核
工
業
団
地
及
び
高
屋

東
地
区
工
業
団
地
に
34
社
、

従
業
員
と
し
て
１
︐
２
５
２
名
の
企

業
が
立
地
を
し
て
い
る
。

QＡQＡ

　
　
　
　

条
例
改
正
に
至
る
ま
で
の

経
緯
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

当
該
汚
水
処
理
施
設
は
、

供
用
開
始
か
ら
既
に
24
年
を

経
過
し
て
お
り
、
設
備
等
の
対
応
年

数
を
超
え
た
状
況
で
あ
る
。
今
後
の

改
修
や
維
持
管
理
等
を
踏
ま
え
て
、

経
済
比
較
等
を
す
る
中
で
、
沼
田
川

水
流
の
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
ほ

う
が
、
市
に
と
っ
て
費
用
的
に
優
位

な
面
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
と

接
続
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
結
果
、

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

QＡ

● 

議
案
第
₁₈₅
号
（
河
戸
区
民
体
育
館

の
廃
止
）

　
　
　
　

地
元
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

Q

（仮称）寺西第二小学校完成イメージ

中核工業団地汚水処理施設


